
動
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
を
整
備
し

た
段
階
で
、
さ
ら
に
細
か
く
分
別
を
行

う
予
定
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
「
塩
ビ
」

製
品
は
ご
み
と
し
て
焼
却
す
る
の
で
は

な
く
、
資
源
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
し
て

い
き
ま
す
。

都
市
計
画
税
の
使
い
道
は
？

都
市
計
画
税
が
課
税
さ
れ
る
場
所
に

住
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
の
お
金
は
国
に

い
く
も
の
な
の
か
、
県
に
い
く
の
か
、

市
で
使
う
の
か
、
何
に
使
わ
れ
て
い
る

の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。（
５０
代
・
女
性
）

都
市
計
画
税
は
、
都
市
基
盤
整
備
を
行

う
た
め
の
、
市
税
で
す

都
市
計
画
税
は
、
市
税
で
あ
り
、
国

や
県
に
は
納
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
使
い
道
は
、
街
路
築
造
事
業
、

公
園
整
備
事
業
な
ど
の
都
市
基
盤
整
備

に
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
安
全
、
安
心
、
快
適
で
住

み
よ
い
環
境
づ
く
り
の
た
め
の
都
市
基

盤
整
備
は
、
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
実
現
の
た

め
に
は
、
巨
額
の
投
資
を
伴
う
の
も
現

実
で
す
。
今
後
も
そ
の
必
要
に
応
じ
て

社
会
資
本
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

市
役
所
の
待
合
所
を
禁
煙
に

市
役
所
の
市
民
課
窓
口
の
待
合
所
の

喫
煙
所
を
、廃
止
し
て
く
だ
さ
い
。待
っ

て
い
る
間
に
、
た
ば
こ
の
煙
が
す
ご
く
、

ぜ
ん
そ
く
の
私
に
は
つ
ら
い
も
の
で
す
。

違
う
場
所
に
設
置
で
き
な
い
も
の
で

し
ょ
う
か
。

（
匿
名
、
同
様
２
通
）

分
煙
し
ま
す

市
民
課
待
合
所
（
市
民
ホ
ー
ル
）
は
、

毎
日
多
数
の
お
客
様
に
、
ご
利
用
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
ご
指
摘
の
と
お
り
、

病
気
の
か
た
や
お
子
様
連
れ
の
か
た
に

と
っ
て
、
た
ば
こ
の
煙
は
、
ご
不
快
で

あ
っ
た
こ
と
と
お
察
し
ま
す
。
早
速
検

討
し
、
対
処
し
ま
す
。

こ
の
ご
要
望
に
基
づ
き
、
市
で

は
、
市
民
ホ
ー
ル
に
３
月
１０
日
か

ら
集
じ
ん
機
を
設
置
し
、
分
煙
を

図
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
市
役
所

を
訪
れ
る
お
客
様
に
、
快
適
な
空

間
を
提
供
し
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
大
館
駅
前
の
開
発
を

私
が
学
生
の
こ
ろ
は
、
大
館
駅
前
か

ら
当
時
の
国
鉄
バ
ス
、
弘
南
バ
ス
、
秋

北
バ
ス
の
観
光
バ
ス
が
十
和
田
湖
や
奥

入
瀬
渓
流
等
に
大
勢
の
観
光
客
を
運
ん

で
い
て
、
そ
れ
は
活
気
に
満
ち
あ
ふ
れ

て
い
ま
し
た
。

今
で
は
当
時
の
面
影
は
見
る
影
も
な

く
、
寂
れ
て
悔
し
い
限
り
で
す
。

大
館
駅
前
に
活
気
を
取
り
戻
す
た
め

の
開
発
計
画
を
、
ぶ
ち
上
げ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。（
６０
代
・
男
性
）

中
高
一
貫
教
育
校
の
開
校
に
合
わ
せ
て
、

整
備
し
て
い
き
ま
す

大
館
駅
前
地
区
は
、
か
つ
て
と
交
通

事
情
が
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
重

要
な
大
館
の
玄
関
口
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
し
か
も
、
大
館
駅
北
側
に

は
、
平
成
１７
年
４
月
に
県
北
地
区
中
高

一
貫
教
育
校
の
開
校
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
秋
田
県
の
計
画
で
は
、
通
学
す

る
生
徒
や
先
生
な
ど
約
９
０
０
人
も
の

人
々
の
往
来
が
毎
日
見
込
ま
れ
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
周
辺
地
域
の
交
通
事
情

も
変
わ
っ
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
、
市
で
は
大
館
駅
の
南

北
を
結
ぶ
、
歩
行
者
用
の
自
由
通
路
を

計
画
し
、
さ
ら
に
北
側
に
は
多
目
的
な

広
場
を
設
け
、
そ
の
活
用
を
図
り
ま
す
。

南
側
に
つ
い
て
は
「
大
館
市
中
心
市

街
地
活
性
化
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、

駅
前
広
場
を
拡
張
し
、
送
迎
ゾ
ー
ン
、

タ
ク
シ
ー
待
合
所
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
、

駐
車
場
、
駐
輪
場
の
整
備
を
図
る
予
定

で
す
。
ま
た
、
北
側
か
ら
の
人
の
流
入

が
見
込
ま
れ
る
朝
市
通
り
は
、
道
路
の

幅
員
を
拡
張
す
る
と
共
に
、
電
線
の
地

中
化
や
街
路
樹
の
整
備
な
ど
を
進
め
、

快
適
な
買
い
物
空
間
の
整
備
を
行
う
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
県
北
地
区
中
高
一
貫
教
育

校
の
開
校
を
機
会
に
、
大
館
駅
を
ま
さ

に
大
館
の
顔
と
し
て
、
主
要
交
通
機
関

の
玄
関
口
、
観
光
・
情
報
発
信
拠
点
と

な
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

★
Ｈ
Ｏ
Ｔ
函

市
役
所
正
面
玄
関
前
と
中
央
玄
関
に

設
置
し
て
い
る
「
Ｈ
Ｏ
Ｔ
函
」
に
投

函
し
て
く
だ
さ
い
。
は
が
き
、
封
書

で
も
受
け
付
け
ま
す
。

〒
０
１
８
―
８
５
５
５

大
館
市
字
中
城
２０
番
地

大
館
市
役
所
「
市
長
へ
の
手
紙
」
係

★
ｅ
―
Ｈ
Ｏ
Ｔ
函

大
館
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
「
ｅ
―

Ｈ
Ｏ
Ｔ
函
」
か
ら
手
順
に
添
っ
て
お

送
り
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

w
w
w
.city.odate.akita.jp

★
市
民
と
語
る
会

市
長
が
会
場
に
直
接
伺
い
、
皆
さ
ん

か
ら
の
要
望
や
提
言
に
つ
い
て
、
そ

の
場
で
お
答
え
し
ま
す
。

町
内
単
位
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
広
報
広
聴
係
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
４９
―
３
１
１
１
（
内
線
２
５
８
）

事 業 費（千円）

１３年度

�

�

�

１６２，５８０

４３７，４６２

２２７，２６５

１８６，０６７

１，０１３，３７４

２０６，３８９

１２年度

�

�

２５７，０４９

３３３，３９１

４６９，７３３

２５６，６７３

３５，９４８

１，３５２，７９４

２０４，９３２

１１年度

�

�

３７０，３１４

６０，６３８

３２８，３７１

２２８，４９８

�

９８７，８２１

２０３，９０２

１０年度

６７，２８１

１３３，２７７

１１７，６６４

６３，３１５

７８６，２４６

２３４，５０１

�

１，４０２，２８４

２０１，２１２

９年度

６３，８７９

１０３，３９９

２６，０５８

１９９，７２４

６７８，７７７

２７０，１７６

�

１，３４２，０１３

１９７，６９４

多目的広場
等の整備

多目的広場
等の整備

大館駅～中道間
道路新設改良

赤館町～神明町
間の道路拡幅

市立総合病院～東
大館駅間道路新設

都市下水路
の整備、改良

高館・樹海
公園の新設

計

都市計画税決算額

内 容事 業 名

長木川河川緑
地新設事業

二ツ山総合公
園新設事業

小坂鉄道大館
駅再編事業

新町線街路
築造事業

大館駅東大館線
街路築造事業

乱川第５都市下
水路築造事業等

公園新設事業

過去５年間の都市計画税を使った主な事業

松松峰峰児児童童館館でで行行わわれれたた市市民民とと語語るる会会（（１１５５．．２２．．２２４４））

広報大館２００３．５．１�


